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こ
れ
ま
で
町
は
、
生
ご
み
の
水
切
り
処
理
の

徹
底
や
コ
ン
ポ
ス
ト
の
利
用
推
進
、
分
別
の
徹

底
な
ど
ご
み
質
の
改
善
に
向
け
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
最
終
処
分
量
の
削
減
や
、
ご
み
の
再

資
源
化
の
た
め
、
さ
ら
に
今
年
度
か
ら
新
た
な

分
別
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

現
在
実
施
し
て
い
る
６
項
目
13
種
類
の
分
別

品
目
に
、
新
た
に
「
生
ご
み
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
」「
古
紙
類
に
含
ま
れ
る
紙
製

容
器
包
装
」「
そ
の
他
紙
類
」
を
追
加
。
分
別

を
細
分
化
す
る
こ
と
で
、
年
間
の
可
燃
ご
み
排

出
量
を
約
30
％
（
４
０
０
ト
ン
）
減
量
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
は
回
収
し
た
あ
と
、
畜
産
開
発
公
社

の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
へ
搬
入
し
、
再
利
用

さ
れ
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
な
ど

は
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ
引
き
渡
し
、
も
し
く
は

販
売
し
ま
す
。

　

資
源
の
有
効
化
を
図
り
、
資
源
循
環
型
社
会

お
よ
び
地
球
環
境
の
た
め
に
も
、
新
た
な
ご
み

の
分
別
の
取
り
組
み
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

新
た
な
分
別
品
目
お
よ
び
収
集
・
実
施
内
容
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ごみの出し方周知期間
くずまきテレビや説明会などで
周知していきます

ごみ出しカレンダー・
分別辞典を全戸配布

ごみの出し方　試行期間

ごみの出し方　試行期間
（プラスチック・紙類）

（生ごみ）

分別収集スタート
↓

品目 収集地区 出し方と収集方法 収集するもの 注意事項

生 ご み

田子～
四日市

（その他の
地区はコン
ポストなど
での自家処
理をすすめ
ます）

▶各地区の指定され
た日までに、各ごみ
ステーションへ生ご
み収集用ボックスを
設置▶各家庭からポ
リバケツなどに生ご
みを入れて持ち込み、
収集用ボックスへ入
れる▶収集車が指定
日に収集

家庭から出た生ごみ
生ごみに混じった次の
ものは、取り除いてく
ださい

▶ビニール類▶割り
箸・つまようじ類▶ア
ルミホイル類▶たばこ
の吸い殻▶プラスチッ
ク類▶紙類

プ ラ ス

チック製

容器包装

町　
　

内　
　

全　
　

域

プラスチック製容器
包装だけ別にしたも
のを、透明もしくは
半透明の袋に入れて
出す。資源ごみの日
に収集

卵パック、ペットボトルのラベ
ルとキャップ、豆腐のパック、
プリンなどの容器など

次のような汚れている
ものは、燃えるごみへ

▶練りカラシやマヨ
ネーズなどの中身が洗
えないもの▶シャン
プー・リンスなど液が
残りやすいもの▶油の
ついたもの▶極端にぬ
れているもの

古紙類に

含まれる

紙製容器

包　　装
バラバラにならない
ように紙ヒモでし
ばって出す。古紙類
収集日に収集
（小さくてしばるこ
とができないものは、
透明もしくは半透明
の袋に入れてくださ
い）

お菓子類の箱、カレールーの箱、
ティッシュの箱など

次のような特殊加工さ
れているものは燃える
ごみへ
▶金や銀などが塗られ
た特殊加工の箱類▶ビ
ニールコーティングさ
れているもの▶カーボ
ン使用のもの▶裏に銀
紙が貼られているもの
▶極端にぬれているも
の

そ の 他

の 雑 紙

紙袋、包装紙、はがきなど

次のような特殊加工さ
れているものは、燃え
るごみへ

▶ビニールコーティン
グされているもの▶
カーボン使用のもの▶
汚れたりぬれているも
の▶感熱紙▶圧着はが
きなど

新
た
な
ご
み
の

分
別
収
集
が
始
ま
り
ま
す
！

24
年
10
月
か
ら

プラスチック製
識別マーク

リサイクル識別表示マークは、資
源として再利用する際の目印とな
るマークです。

紙製識別マーク

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

く
ず
ま
き
テ
レ
ビ
開
局
１

年
を
機
に
、
番
組
内
容
の
充
実
を

図
り
、
平
成
24
年
３
月
31
日
で
地

上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
す
る
た

め
、
各
世
帯
の
地
デ
ジ
化
の
状
況

を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
今

年
２
月
に
実
施
。
集
計
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

❶
回
収
状
況

　

１
７
５
６
世
帯
、
61
・
21
％

　
（
対
象
世
帯
数　

２
８
６
９
世
帯
）

❷
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応

　
　

94
・
４
％

（
う
ち
、
地
デ
ジ
テ
レ
ビ
85
・
３
％
、

チ
ュ
ー
ナ
ー
５
・
９
％
）

❸
く
ず
ま
き
テ
レ
ビ
の
視
聴
頻
度

　
　

週
１
〜
２
回　
　

31
・
４
％

　
　

週
２
〜
３
回　
　

26
・
９
％

　
　

ほ
ぼ
毎
日　
　
　

29
・
４
％

　
　

見
な
い　
　
　
　

６
・
２
％

❹
デ
ー
タ
放
送
の
視
聴
頻
度

　
　

週
１
〜
２
回　
　

32
・
２
％

　
　

週
２
〜
３
回　
　

24
・
９
％

　
　

ほ
ぼ
毎
日　
　
　

21
・
６
％

　
　

見
な
い　
　
　
　

12
・
１
％

❺
議
会
中
継
の
視
聴
頻
度 

　
　

時
々
見
る　
　
　

44
・
０
％

　
　

見
な
い　
　
　
　

34
・
３
％

　
　

見
て
い
る　
　
　

15
・
９
％

❻
く
ず
ま
き
テ
レ
ビ
で
視
聴
し
た

い
番
組
は
？

　
　

お
知
ら
せ　
　
　

69
・
６
％

　
　

イ
ベ
ン
ト　
　
　

50
・
８
％

　
　

生
活
関
連
の
案
内
番
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　

31
・
５
％

　
　

町
議
会
の
情
報　

24
・
８
％

❼
く
ず
ま
き
テ
レ
ビ
に
対
す
る
意

見
要
望

　

こ
ん
な
番
組
が
あ
っ
た
ら
と
い

う
提
言
（
各
団
体
の
紹
介
、
ペ
ッ

ト
、
商
工
関
係
の
Ｃ
Ｍ
、
風
景
、

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
）、
も
っ
と

町
民
を
映
し
て
ほ
し
い
、
画
面
の

切
り
替
わ
り
が
早
い
、
雇
用
や
感

染
症
な
ど
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報

が
欲
し
い
、
健
康
診
断
な
ど
生
活

関
連
の
案
内
番
組
を
見
た
い
、
い

つ
も
同
じ
番
組
で
お
も
し
ろ
く
な

い
、
更
新
回
数
を
増
や
し
て
欲
し

い
、
お
知
ら
せ
を
音
声
で
も
流
し

て
欲
し
い
、
デ
ー
タ
放
送
の
操
作

が
難
し
い
、
Ｃ
Ｍ
の
音
量
が
高
い
、

番
組
表
が
欲
し
い　

な
ど
。

　

く
ず
ま
き
テ
レ
ビ
で
は
、
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
踏

ま
え
て
、
少
し
ず
つ
番
組
内
容
に

反
映
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ご
意
見
、
ご
要
望

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
総
務
企
画
課

☎
66-

２
１
１
１　

内
線
２
２
５

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

週
１
回
以
上
の
視
聴

約
90
％
に

く
ず
ま
き
テ
レ
ビ

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

プラスチック製識別マー
クのついているもの

紙製識別マークのついて
いるもの

紙製識別マークのついて
いるもの


